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研究成果の概要（和文）： 
	
 今や，商品開発には感性的な要素が不可欠になっている。本研究では，感性パラメータ
法をサーバ・クライアントシステムにすることによって，顧客の感性情報を商品開発にフ
ィードバックするシステムについて検討を行った。システム構築と感性情報処理手段につ
いてモデル的に検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
	
 Currently, affective elements of goods are important issue for production. An 
affective information feedback system was development in this study using the 
KANSEI-parameter method on server – client system. An model of logical procedure 
for affective fuzzy information was also considered. 
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研究分野：複合領域 
科研費の分科・細目：情報学・感性情報学・ソフトコンピューティング 
キーワード：感性情報学・情報システム・画像,文章,音声等認識・感性工学 ・感性パラメータ 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 感性に着目したものづくりは，平成 19 年
に経済産業省が感性価値創造イニシアティ
ブとしてまとめたことによって，商品開発の
注目すべき要因として各企業とも感性工学
チームをもって検討するようになった。感性
の商業における重要性は年を追って認識さ
れつつある。現在ではものづくりを越えてマ
ーケティングも巻き込んで検討されており
[小阪：「感性のマーケティング」：2006PHP
研究所]，感性と市場調査を関連づけた解析が
求められている。 

	
 筆者は，評価者（鑑賞者）が，対象（ここ
ではオブジェクトという）から得た感性的な
印象を非言語系の感性情報周手段である感
性パラメータ法を提案し，平成 16 年から科
学研究費補助金を得て，楽曲，香り，画像，
映像などの分類およびそれら異種オブジェ
クト間の関連を標準化した感性パラメータ
で解析できることを示してきた。その結果，
従来の解析と類似した結果でありながら，異
なる種類のオブジェクト間で統一的な扱い
ができるなどの特徴をもった調査方法であ
ることが示された。 
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 その上で，蓄積されたデータをあいまい感
性情報処理することで，オブジェクトに対す
る感性評価し商品開発に有用な情報を提供
することが求められている。 
	
 調査の拡大のために，図 1に示すモバイル
機器による調査方法を開発し，データベース
上へのデータ蓄積が行えるようになってい
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
 
(A) 商品開発に有用な感性パラメータ 
情報処理 

 サーバ上で標準化されたデータから，オブ
ジェクトの感性評価を評価者のタイプを考
慮して行い，さらに関連異種オブジェクトの
感性評価との関連づけを行う。商品開発には，
流行などの社会的な動向も無視できず，上記
の評価関連づけから，商品開発に有用な感性
情報の提供に必要な事項を明らかにする。具
体的には，図２に示すようにデータからあい
まい感性情報処理して得られる感性評価の
関連を明らかにするためのアーキテクチャ
を確立することである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(B) あいまい情報処理の手法に関する研究 
	
 あいまい情報処理では，ファジー理論やニ
ューロンネットワークなどの手法や新たに
ラフ集合などの応用が検討されている。本研
究では，図３に示すように，感性パラメータ
によって収集された大量データに対して上
記手法を混在併用することによって，新たに
時間経過による変動や，評価者の嗜好タイプ
を考慮した感性情報提供ができるシステム
の開発を目指した。	
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(C) 商品開発に有用な感性情報の提示方法の
開発 
	
 主たる研究は上記(A)，(B)であるが，提供
すべき商品開発に有用な感性情報の提示方
法も重要である。感性パラメータ法は，非言
語系の数値解析であるため，分析結果が言語
表現ではない。また，得られる解析結果は明
確な境界を持たない場合が予想され，結果の
呈示にはなんらかの工夫が必要である。数値，
言語への変換以外に，実体（色や香りそのも
の）を含めて解析結果の呈示方法の開発を行
った。 
 
３．研究の方法 
 
(1)	
 データ収集システムの拡張および改良	
 
	
 大量データ収集のために，既存のデータ収
集システムを拡張および改善する。継続的に
約 40 アイテム，１アイテムあたり 20,000 件
程度のデータが取れることを最終目標とし，
モバイル機器の充実とサーバ機能の充実を
図った。アーキテクチャ研究の進度に合わせ，
段階的に拡張した。オブジェクトの多様化に
対応するためのプログラム改良も行った。	
 
	
 
(2)	
 大量データ収集	
 
	
 大量データ収集のための，デパート，量販
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図１．対象のイメージに合う図柄をタッ
チすることで感性情報を収集する感性
パラメータシステムのモバイル端末 
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図２．本研究では，標準化されたデータ構造
で蓄積されたデータベースをもとに商品開
発に有用な感性情報を抽出するアーキテク
チャを開発	
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図３．大量にデータを収集して解析を行うこと
により，対象の一般化された感性情報を得るこ
とができ，合わせて評価者の特性ごとの知見を
得ることが期待できる。	
 

評価者個

性の推定	
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感性パラメータによる標準化	
 

相関分析	
 

因子分析	
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(統計解析データを二次デー
タとする特徴分析)	
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店など収集エリアの設定，評価者（被験者）
の依頼，評価対象オブジェクトの決定を行っ
た。最終的には，約 40 アイテム，１アイテ
ムあたり 20,000 件程度のデータを取ること
を想定し，継続的にデータ更新が行えるよう
に配慮した。	
 
	
 
(3)	
 感性評価アーキテクチャの検討	
 
	
 分類要素：「商品」「消費者」「社会要因」
に対する，感性パラメータの特徴分析を行っ
た。いくつかのパターン化を行い，ラフ集合
などのあいまい処理により，まとめていく必
要がある。データ収集システムとは別に解析
用システムを構築する必要がある。	
 
	
 実際に商品開発にフィードバックする異
種オブジェクト間の関連について，分類要素
ごとに評価する手法を検討した。	
 
	
 
(4)	
 感性評価の呈示手法の検討	
 
	
 感性パラメータの数値による呈示以外の
呈示手法について検討した。これは，申請す
る研究が実際に供することができるかの検
証も含む。具体的には，次のような手法を検
討した。	
 
	
 (A)	
 言語による呈示手法を検討する。解析
データ→言語表現への変換データベースに
ついて検討。	
 
	
 (B)イメージ図，映像などを用いた間接的
な呈示方法について検討。	
 
	
 (C)感性情報を反映した代替オブジェクト
を呈示することで，準直感的な提示方法を検
討。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
4.1	
 サーバ・クライアントシステムの改良	
 
	
 
	
 従来からのサーバシステムを，(a)	
 データ
ベースサーバ，(b)	
 Web サーバおよび解析用
アプリケーションサーバに分割し，セキュリ
ティおよび運用の改善を行った。さらに，モ
バイル端末への対応を強化し，調査場所近傍
にサブサーバを置く等のバリエーションが
とれるように工夫した。これによりインター
ネット接続が困難な条件でもデータを収集
することができ，収集したデータのみで一次
的な解析結果をフィードバックすることが
できた。	
 
	
 
4.2	
 あいまいさを含む論理処理方法	
 
	
 
	
 感性情報量として規格化した量(0-1)を考
えるとして,通常は 0 を「欠如した状態」,1
を「満たされている状態」として取り扱う。
感性や感情においては，対称が存在する場合
が普通であり,例えば「美味しい」の対称量
としては「まずい」が考えられる。これは,

「美味しい」の情報量を規格化して 0	
 -1 で
扱えば良いのかというとそうではない。それ
は,「美味しい」と「まずい」以外に,「感じ
ない」状態があるからである。ファジー論理
の例にされる多くの量は物理量であること
が多く,このような「正方向の嗜好」「不感で
ある」「負方向の	
 嗜好」の三値論理について
扱いづらい.	
 
	
 筆者の研究してきた感性パラメータ法は,
アンケートシートの図柄のもつ物理量を規
格化して直接パラメータ量として用いるこ
とができることが特色で，その中の一つのパ
ラメータと感性語が直接対応していること
はない。数値を数値のまま用いていけるのが
特色である。統計的に扱った場合,各パラメ
ータには平均値,中心値などの値を得ること
ができるが,集計上分散が大きい場合にはそ
のパラメータを分類に用いるのは危険	
 であ
る.このような,観点からパラメータ値を三
つの状態に大まかに分類する。つまり,「正
方向の状態」「不感の状態」および「負方向
の状態」である。従来のブール代数との対応
のために便宜的にそれらを,T 状態,0 状態,F
状態とする。この三状態において表 1の論理
値表を定義した。	
 
	
 
	
 表 1.	
 三状態の論理値表	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 この論理値表は,ブール集合代数の法則を
すべて満足する。	
 ここでは,T および F で標
記しているが,これを 1 および-1 で表現すれ
ば対称量について取り扱えることが明確に
なる。ブール代数に準じているので,不論理
で処理を考えることもできる.	
 
不感状態は,分散値などから容易に求めるこ
とができ,曖昧さを冗長している要因を確定
するのはさほど難しくない。	
 
	
 このような論理手段によって，感性パラメ
ータを五感の各要素に変換することが出来
れば，味覚に合う音楽など，感性パラメータ
を応用し，感性情報を処理することが可能に
なる。しかし，対象物による感性パラメータ
の違いが，対象物の違いによるものなのか，
被験者によるものなのか分からないため，一
概にこれらを比較することは危険である。ま
ず，対象の種類によってパラメータに重みが
生じることが考えられる。また，それらの処
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理の中で観測者母集団の特性も無視するこ
とができない。これら二つの要素は必要不可
欠な検討材料であり，また，感性パラメータ
法で明らかにしなければならない要素であ
る。	
 
	
 オーダーを均一化した感性パラメータ値
のリストを Keとし，一般化した感性パラメー
タ値を K’eとすれば，以下のような関係式を
定義できる。	
 
	
 
	
 	
 	
 K’e = A・O・Ke	
 
	
 
ここで，O は，対象物の種類による重みベク
トル，A は母集団の特性による重みベクトル
である。多くの場合，A および O は未知数で
あるが，同一母集団における多種対象物間の
関係から，O が確定できることを上式は示し
ている。	
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